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Ⅰ 研究主題設定の理由 

知識基盤社会の到来，グローバル化，情報化，科学技術の進歩など急速に社会が変化する中，21 世

紀を担う子供たちには，幅広い知識と柔軟な思考に基づく判断力など，変化に対応する能力や資質が

求められている。しかし，ＰＩＳＡ調査等の各種国際調査の結果から，我が国の子供たちは基礎的・

基本的な知識・技能は身に付いているが，思考力・判断力・表現力を問う記述式の問題や，知識・技

能を活用する問題に課題があることが明らかになった。 

本校の生徒は，全国学力・学習状況調査や鹿児島学習定着度調査，校内の定期テストなどの結果か

ら見ると，基礎的・基本的な知識・技能は年々向上してきているといえるが，日常や身の回りの事象

を数学的に解釈して解決する問題や思考力・表現力を問う問題，記述に関する問題の正答率が十分で

はない状況がある。授業においては，自分の力で解決できそうな課題には取り組むが，課題が難しく

なったり一つの考えで行き詰まったりしたときにすぐにあきらめる生徒や，自分の考えに自信をもて

ずに，記述したり説明したりすることに対して躊躇する生徒の姿も見られる。そのためペア学習やグ

ループ学習において，積極的に意見交換することがあまりできなかった。このような背景には，身に

付けた知識や技能，考え方を他の課題に活用して思考させるための手立て，数学と日常生活や身の回

りの事象を関連付けて考えさせるための手立て，自分の考えを記述させたり説明させたりするための

手立てが十分ではなかったことが考えられる。 

これまでの自分自身の指導を振り返ってみると，基礎的・基本的な知識や技能を身に付けさせるた

めに多くの時間を使い，単に答えを出すことに重点を置く指導に時間を費やし，身に付けた知識や技

能を活用して解決する課題や身の回りの事象と数学を関連付けた課題を解決させたり，考えた過程を

数学的根拠をもって記述・説明させたりするなどの指導が十分ではなかった。 

  このようなことから，生徒に既習事項をどのように適用すればよいのか構想を立て実践する力，解

決した結果を振り返り，更に発展させて課題解決する力，日常や身の回りの事象と数学を関連付けて

考える力，課題解決に向けて思考する過程で，自分の考えを記述したり説明したりする力などの「活

用する力」を身に付けさせる必要があると考えた。そのために，数学科の授業において，生徒が意欲

的，主体的に解決しようとすることができる学習課題の設定の工夫や，身に付けた知識や技能，考え

方が更に深まったり広がったりしていくような学習課題の組立ての工夫，記述・説明の場の工夫など

が有効ではないかと考えた。 

  そこで本研究では，授業展開の工夫として，活用することの有用性を実感できる学習課題の設定の

工夫や，身に付けた考え方を次の課題に生かし考え方を深めていける学習課題の組立ての工夫，思考

の過程や結果を記述させたり相手に説明し伝えさせたりする場の工夫を行うことで，活用する力を育

成することができるのではないかと考え，本主題を設定した。 

   

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

 (1) 学習指導要領や先行研究等を基に，数学における「活用する力」が何かを明確にし，研究主題

についての基本的な考え方を明らかにする。  

(2) 実態調査の分析・考察を通して，本校数学科の学習指導上の課題を明らかにする。 

(3) 生徒の「活用する力」を育成するための授業展開の工夫を分析する。 

(4) 検証授業の分析・考察を通して，本研究の成果と課題を明らかにする。 

 

２ 研究の仮説 

数学科の授業において，学習課題の組立てや記述・説明する場の設定など，授業展開の工夫

を行えば，生徒の「活用する力」を育成することができるのではないか。  
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３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 研究主題に関する基本的な考え方 

(1)  「活用する力」について 

『平成27年度全国学力・学習状況調査報告書解説資料*１）』には，「活用する力」の「問題作 

成の枠組み」が次のように示されている。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，次の４観点が調査に盛り込まれている。 

 

 

 

 

これらのことを踏まえて，本研究では数学における「活用する力」を具体的に次の４点とした。 

 

 

 

 

 

 

・ ものごとを数・量・図形などに着目して観察し的確に捉えること 

・ 与えられた情報を分類整理したり必要なものを適切に選択したりすること 

・ 筋道を立てて考えたり振り返ったりすること 

・ 事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりすること 

「活用する力①」 様々な課題を解決するための構想を立て実践する力（「構想・実践」） 

「活用する力②」 結果を振り返り，評価・改善する力（「評価・改善」） 

「活用する力③」 数学と実社会の事象を関連させて考え，数学的に解釈したり日常に生か 

したりする力（「解釈・処理，日常化」） 

「活用する力④」 数学的根拠を基に記述したり説明したりする力（「記述・説明」） 

 

活用する力 数学的なプロセス 

α 知識・技

能などを実

生活の様々

な場面で活

用する力 

α１ 日常的な事象等を数学化すること 

 α１(1) ものごとを数・量・図形等に着目して観察すること 

 α１(2) ものごとの特徴を的確に捉えること 

 α１(3) 理想化，単純化すること 

α２ 情報を活用すること 

 α２(1) 与えられた情報を分類整理すること 

 α２(2) 必要な情報を適切に選択し判断すること 

α３ 数学的に解釈することや表現すること 

 α３(1) 数学的な結果を事象に即して解釈すること 

 α３(2) 解決の結果を数学的に表現すること 

β 様々な課

題解決のた

めの構想を

立て実践し

評価・改善

する力 

β１ 問題解決のための構想を立て実践すること 

 β１(1) 筋道を立てて考えること 

 β１(2) 解決の方針を立てること 

 β１(3) 方針に基づいて解決すること 

β２ 結果を評価し改善すること 

 β２(1) 結果を振り返って考えること 

 β２(2) 結果を改善すること 

 β２(3) 発展的に考えること 

γ 上記α，

βの両方に

関わる力 

γ１ 他の事象との関係を捉えること 

γ２ 複数の事象を統合すること 

γ３ 事象を多面的に見ること 

 

*１）国立教育政策研究所 教育課程研究センター『平成27年度全国学力・学習状況調査報告書解説資料』 平成27年４月 
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    「活用する力①」は，数学の課題を解決する際に，新しい情報と既有の情報を関連付け，解決

の方針を基に構想を立てて考え，実践する力のことである。 

    「活用する力②」は，数学の課題を解決する過程で常に自分の思考を振り返って評価し必要に

応じて改善したり，課題解決後に問題の条件を一部変えて発展的に考え，いつでも使える形に一

般化したりする力のことである。 

    「活用する力③」は，日常生活において必要な情報を選択・判断・解釈し，数学で学んだこと

を積極的に身の回りのことや日常生活に生かす力のことである。 

    「活用する力④」は，自分の考えを数学的な根拠に基づいて筋道を立てて考え，言葉や数，式，

図，表，グラフなどを用いて数学的に記述したり説明したりする力のことである。 

(2)  授業展開の工夫（研究の視点）について 

    「活用する力①，②」を育成するためには，既習の考えを基に新たな課題解決に適用させてい

くような授業展開の工夫が必要である。「活用する力③」を育成するためには，身の回りの事象を

数学的に定式化した上で処理し，その結果を日常生活に返していく必要がある。「活用する力④」

を育成するためには，記述・説明する場を授業展開場面に意図的に位置付け，「活用する力」との

関連から見取っていくことが必要である。 

    そこで，授業展開において四つの力を総合的に捉え，学習課題の設定や組立てと数学的に記述・

説明する場に着目し，研究の視点とした。 

 

 

   ア 〈研究の視点１〉 学習課題の設定と組立ての工夫 

     活用する力を育成するために，どのような学習課題を設定し，どのように組み立てていけば

よいのかについて述べる。 

    (ｱ) 学習課題の設定について 

      授業の中で教師が単に課題を与えて生徒に解かせるだけでは「活用する力」を育成するこ

とはできない。興味・関心を高めたり，既習事項を日常生活と関連付けたりした学習課題を

設定し，取り組ませることで，活用することの必要性や有用性を実感させることが重要とな

る。 

      そこで，本研究では次のａ～ｄのような基準で学習課題を設定し，主に導入場面で提示し

て取り組ませていくことにした。 

 

 

 

 

      例えば，以下のような学習課題例と期待される効果が考えられる。 

〈学習課題〉 

Ａさんは，兄からお茶と水のペットボトルを合わせて11本買ってくるように頼まれま

した。お茶は１本110円で，水は１本90円でした。Ａさんは「1000円札１枚で買えるかも

しれない。」と思いました。Ａさんの考えは正しいでしょうか，正しくないでしょうか。 

（期待される効果） 

数学と，誰もが体験する買物の場面とを関連付けた学習課題なので，興味をもって取

り組みやすい。また，単に立式して解を求めるだけではなく，正しいか正しくないかを

説明する必要があるので，主体的な学習活動が期待できる（①「構想・実践」，③「解釈・

処理，日常化」，④「記述・説明」）。 

 

 

図１ 興味をもち，主体的に解決しようとする意欲を高めることができる学習課題例 

・ 学習課題の設定と組立ての工夫〈研究の視点１〉 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 〈研究の視点２〉 

 

ａ 興味をもち，主体的に解決しようとする意欲を高めることができる学習課題（図１） 

ｂ 既習事項や数学的な見方・考え方を生かして解決することができる学習課題（図２） 

ｃ 発展性のある学習課題（図３） 

ｄ 日常生活等と関連性を実感することができる学習課題（図４） 
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〈学習課題〉 

次のようなブログがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴の半径が正しくないのは，何番目の穴でしょうか。 

また，その理由を説明してみましょう。 

（期待される効果） 

身の回りの物と数学を関連付けて考えることによって，数学が身の回りのどのような

ところで使われているのかを実感し，学んだ知識・技能や数学的な見方・考え方を用い

て課題解決することのよさに気付くことが期待できる（③「解釈・処理，日常化」，④「記

述・説明」）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

     

(ｲ) 学習課題の組立ての工夫について 

１単位の授業の中で，学習課題を一問解いただけでは，生徒は学んだ考えを今後どのよ 

うに活用すればよいのか実感することは困難である。生徒は，発展的な学習課題を解決する

ことで，解決した過程で得られた考えをどのように生かせばよいのかが分かり，「活用する

力」を培うことができる。その結果，既習事項や数学的な見方・考え方を活用することのよ

さを実感することができる。そこで，生徒の既習事項や数学的な見方・考え方を１単位時間

の授業の中で更に深めたり広げたりさせるために，表１のような６種類の学習課題の中から，

生徒の実態に応じて教師がいくつか準備しておいた学習課題を提示し，解決させていくこと

にした（図５は１単位時間の授業における学習課題の組立ての例である）。 

      また，学習課題の組立ての工夫を行うことの目的と期待される生徒の反応例を次の表２の

ようにまとめた。 

〈学習課題〉 

－３２×{－５－（２－４）} 

を計算しましょう。また，どのようなところで間違えやすいか説明してみましょう。 

（期待される効果） 

 前時までの学習で正答率の低い計算について，既習事項や数学的な見方・考え方を想

起し，自己の状況を把握しながら学習をすることが期待できる（①「構想・実践」，④「記

述・説明」）。 

 図２ 既習事項や数学的な見方・考え方を生かして解決することができる学習課題例 

 穴の半径 パスタの重さ 

１番目の穴    １cm  90g 

２番目の穴 1.25 cm 140g 

３番目の穴 1.73 cm 270g 

４番目の穴    ２cm 360g 

 

ある店で，パスタメジャーを買いました。私が買ったのは，

４か所に穴が空いているものです。それぞれに１から４の数

字が付けてありました。この穴にパスタを差し込んで一人分

から四人分を測ることを意図していたのだと思います。でも

一点気になることがありました。これを購入するとき，その

店には二種類のパスタメジャーがあったことです。大きさの

違う穴がありました。「何かおかしいなぁ」と思いながらも，

とりあえず気になったパスタメジャ－を一つ買ってみまし

た。穴の半径とパスタの重さを調べてみると，穴の半径が正

しくないところがありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 発展性のある学習課題例 

〈学習課題〉 

右の図のような図形の角の 

性質を説明してみましょう。 

（期待される効果） 

 図形の性質を用いて星形ｎ角形の内角の和を求めたり，星形ｎ角形の内角の和を一般

化したりすることのよさに気付くことが期待できる（①「構想・実践」，④「記述・説明」）。 

 

図４ 日常生活等と関連性を実感することができる学習課題例 

正しいパスタメジャー 

うちのパスタメジャー 

１ 
２ ３ ４ 

１ 
２ ３ ４ 

a ) 

 

b 

 ) 

 
c 

d 

a 

d c 

b 
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 学習課題の組立て 指 導 の 目 的 生徒の反応例 

導 

 

入 

見通す課題 

意欲を喚起する 

興味をもたせ，主体的に解決し

ようという意欲をもたせる。 

「なぜだろう。」 

「調べてみたい。」 

見通しをもたせる 

既習事項や経験を想起させ，本

時の課題解決において構想実践す

る際に必要な考えについての見通

しをもたせる。 

「今までに学習したことを確

認してみよう。」 

「今日の学習は，この考えを 

使ったら解決できそうだ。」 

日常社会や実社会と関連させる 

日常生活や社会との関連に気付 

かせ，数学的に解釈させる。 

「数学は，身の回りのこうい 

うところにも使われているん

だ。」 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

（以上の中から

選択する） 

考えを深めさせる，広げさせる 

学んだ考えを使って構造が似た 

課題や条件を変えた課題を解決さ

せたり，いつでも使えるように一

般化させたり，自分で問題を作ら

せたりする。 

このような活動を通して，学ん 

だ考えを，どのような場面で，どの

ようにして活用すればよいかが身

に付いていくと考えられる。 

 

「学んだ考えをこういうふう 

に使ってみたらいいかも。」 

 「こんな考え方もあるん

だ。」 

 「問題の条件を変えて解い

て 

みよう。」 

「発展させて考えてみよ

う。」 

「いつでも使える形にできな 

いかな。」 

「学んだ考え方を使って，自 

分でも問題をつくってみよ

う。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返らせる 

本時の学習で, 分かったことや 

もっと知りたいと思ったこと，分

からなかったことを振り返らせ，

今後の学習につなげる。 

「今日の授業で，分かった

こ 

とと分からなかったことは何

だろう。」 

図５ 1 単位時間の授業における学習課題の組立ての例 

                     表１ ６種類の学習課題 

見通す 

課題 

どのような考えを使

うのか見通す学習課題 

深める

課題 

得られた考えを適

用して解決する学習

課題 

改善す

る課題 

結果を振り返り，与えられ

た条件を変えたり，さらに発

展的に解決したりする学習課

題 

広げる

課題 

得られた考えを広げ

て解決したり，いつでも

適用できるように一般

化したりする学習課題 

創造す 

る課題 

得られた考えを適

用して解決できる課

題を自分で作成する

学習課題 

振り返

る課題 

本時に得られた考えを振り

返ることによって，考え方を

整理し，今後も生かせるよう

にする学習課題 

 

表２ 学習課題の組立ての工夫を行うことの「指導の目的」と「期待される生徒の反応例」 

 

振り返る課題 

 

見通す課題 改善する課題 創造する課題 

見通す課題 深める課題 広げる課題 振り返る課題 

深める課題 広げる課題 振り返る課題 

１単位時間の授業 

６種類の学習課題 

学習課題Ⅰ 学習課題Ⅱ 学習課題Ⅲ 

 

学習課題Ⅳ 

深める 課題 

改善する課題 

広げる 課題 

創造する課題 

 

終 

末 



- 6 - 

 

学習課題Ⅰ 

Ａさんは，兄からお茶と

水のペットボトルを合わ

せて11本買ってくるよう

に頼まれました。お茶は１

本110円で，水は１本90円

でした。Ａさんは「1000円

札ちょうどで買えるかも

しれない。」と思いました。

Ａさんの考えは正しいで

しょうか，それとも,正し

くないでしょうか。 

・ 買い物という日常

生活の場面を，数学

と関連付けることに

よって，主体的に解

決しようとする意欲

を喚起する。 

・ 連立方程式を用い

ることのよさに気付

かせ，立式や解き方

についての見通しを

もたせる。 

・ 解の吟味について

の必要性を実感させ

る。 

 

 

終 

 

末 

 次に生かせるようにする 

本時の学習で得られた新たな考 

えを焦点化させ，今後の学習や日

常生活でも生かそうとする意欲を

もたせる。 

「今日の授業で使った考え 

は何だろう。」 

 「他の場面でも使えそう

だ。」 

      実際の授業場面に当てはめると図６～図８のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ １単位時間の授業における学習課題の組立ての目的（第２学年 連立方程式） 

 

見
通
す
課
題 

学習課題Ⅲ 

友達がつくった問題を

解いてみましょう。また，

その解が問題に適してい

るか確認しましょう。 

・ 作成した問題を互

いに交換させ，解か

せる。 

・ 解が問題に適して

いるか吟味させる。 

 

 
学習課題Ⅳ 

  今日の授業で分かった

ことや分からなかったこ

と，もっと知りたいと思っ

たことを書きましょう。 

・ 本時の学習で得ら

れた考えを振り返ら

せたり，身の回りの

どのようなところに

生かせそうかを考え

させたりする。 

 

振
り
返
る
課
題 

学習課題Ⅱ 

この問題の（    ）内

の数値を変えて，得られた

解が問題に合うようにし

ましょう。 

 

・ 連立方程式の解が

自然数になるような

文章問題をつくらせ

る。 

・ 問題作成が終わっ

たら，解が自然数に

なるか連立方程式を

用いて吟味させる。 

 

創
造
す
る
課
題 

深
め
る
課
題 

 
 

学習課題Ⅰで見通

した連立方程式の立

式や解き方の考えを

深めさせたり，解の吟

味の必要性や有用性

を実感させたりする

ために学習課題Ⅱを

設定した（②「評価・

改善」，③「解釈・処理，

日常化」，④「記述・説

明」）。 

 

学習課題Ⅰ，Ⅱで

得られた考えを適用

させることで，考え

を更に深めさせるた

めに学習課題Ⅲを設

定した（①「構想・実

践」，④「記述・説

明」）。 

 

 
本時の学習で得た

考えを俯瞰・整理さ

せ，いつでも使える

ようにさせるために

学習課題Ⅳを設定し

た（①「構想・実践」，

②「評価・改善」，④

「記述・説明」）。 

 

 

 

 

振り返る課題 

 

学 習 課 題 内 容 目 的 

Ａ君は，お茶と水のペット

ボトルを合わせて11本買っ

てくるように頼まれました。

お茶は１本（  ）円で，水

は１本（  ）円でした。代

金は（  ）円でした。それ

ぞれの本数を求めてみまし

ょう。 
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学習課題Ⅰ 

下の図のような図形の角

の性質を説明してみましょ

う。 

 

・ 既習事項を想起さ

せ，どのような性質

があるのかを確認

させる。 

・ 本時で使う考えを

焦点化させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題Ⅲ 

星形七角形の内角の和

を求めてみましょう。ま

た，求めた方法を説明して

みましょう。 

・ 学習課題Ⅰ，Ⅱで用

いた考えを適用した

り組み合わせたりし

て，星形七角形の内

角の和を求めさせ

る。 

 

 

改
善
す
る
課
題 

 

 学習課題Ⅰで想起し 

た考えを用いることの

必要性や有用性を実感

させるために学習課題

Ⅱを設定した（①「構

想・実践」，④「記述・

説明」）。 

 

本時の学習で得た考 

えを俯瞰・整理させ，い

つでも使えるようにさ

せるために学習課題Ⅴ

を設定した（①「構想・

実践」，②「評価・改善」，

④「記述・説明」）。 

 

学習課題Ⅳ 

星形ｎ角形の内角の和の

求め方を，一般化してみま

しょう。 

 

・ 星形五角形～星形

八角形の内角の和

を基に，星形ｎ角形

の内角の和に規則

性があることに気

付かせ，いつでも使

える形にするため

に一般化させる。 

 

広
げ
る
課
題 

学習課題Ⅴ 

今日の授業で分かったこ

とや分からなかったこと，

もっと知りたいと思ったこ

とを書きましょう。 

・ 本時の学習で得ら

れた考えを振り返

らせたり，身の回り

のどのようなとこ

ろに生かせそうか

を考えさせたりす

る。 

 

振
り
返
る
課
題 

学習課題Ⅱ 

星形五角形の内角の和を

求めてみましょう。また，求

めた方法を説明してみまし

ょう。 

・ 前時までに学習し

た図形の性質を組

み合わせて，星形五

角形の内角の和を

求めさせる。 

 

深
め
る
課
題 

a 

d c 

b 

 

a ) 

 

) 

 

b 

 
c 

d 

学習課題Ⅱの条件の 

一部を変えて発展的に

考えさせることで，得

られた考えが更に深ま

るように学習課題Ⅲを

設定した（②「評価・改

善」，④「記述・表現」）。 

 

 学習課題Ⅱ，Ⅲ等で

見いだした星形ｎ角形

の内角の和の規則性を

基に，星形ｎ角形の内

角の和の求め方を一般

化させることによっ

て，活用することのよ

さに気付かせるため

に，学習課題Ⅳを設定

した（②「評価・改善」）。 

 

 

学 習 課 題 内 容 目 的 

見
通
す
課
題 

図７ １単位時間の授業における学習課題の組立ての目的（第２学年 平面図形の性質の調べ方） 
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学習課題Ⅰ 

次のようなブログがあり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

穴の半径が正しくないの

は，何番目の穴でしょうか。 

また，その理由を説明し

てみましょう。 

・ 本時に解決すべき

課題についての見

通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 数学が身の回りの

どのようなところ

で使われているの

かを実感させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題Ⅱ 

 

・ 学習課題Ⅰで得ら

れた考えを使って，

パスタメジャーの

２番目の穴の半径

を求めさせる。 

 

深
め
る
課
題 

学習課題Ⅲ 

もし５番目の穴があると

すれば，半径は何 cmになり

ますか。 

・ 学習課題Ⅱで用い

た比例の考えを適

用させ，二次方程式

を用いて５番目の

穴の半径を求めさ

せる。 

 

 

学習課題Ⅴ 

今日の授業で分かったこ

とや分からなかったこと，

もっと知りたいと思ったこ

とを書きましょう。 

・ 本時の学習で得ら

れた考えを振り返

らせたり，身の回り

のどのようなとこ

ろに生かせそうか

を考えさせたりす

る。 

 

 

振
り
返
る
課
題 

学 習 課 題 内 容 目 的 

パスタメジャーの

穴の半径の大きさを

帰納的に考え一般化

させ，いつでも使える

形にすることによっ

て，活用することのよ

さに気付かせるため

に学習課題Ⅳを設定

した（②「評価・改

善」）。 

 

 

学習課題Ⅰで見通

した考えを適用して

課題を解決させるこ

とで，活用することの

よさを実感させたり，

考えを更に深めさせ

たりするために学習

課題Ⅱを設定した（①

「構想・実践」，③「解

釈・処理，日常化」，④

「記述・説明」）。 

 

 学習課題Ⅰ，Ⅱとは

構造の異なる課題を

考えさせることで，考

えを広げさせるため

に学習課題Ⅲを設定

した（①「構想・実

践」）。 

 

 

おかしい穴の本来の半径

を求めてみましょう。 

 

見
通
す
課
題 

学習課題Ⅳ 

パスタメジャーの穴の半

径の規則性を見つけ，一般

化してみましょう。 

 

・ パスタメジャーの

穴の半径の規則性

に気付かせ，いつで

も使える形にする

ために一般化させ

る。 

 

図８ １単位時間の授業における学習課題の組立ての目的（第３学年 平方根） 

広
げ
る
課
題 

広
げ
る
課
題 

ある店で，パスタメジャーを買いました。私が買ったのは，

４か所に穴が空いているものです。それぞれに１から４の数字

が付けてありました。この穴にパスタを差し込んで一人分から

四人分を測ることを意図していたのだと思います。でも一点気

になることがありました。これを購入するとき，その店には二

種類のパスタメジャーがあったことです。大きさの違う穴があ

りました。「何かおかしいな」と思いながらも，とりあえず気に

なったパスタメジャ－を一つ買ってみました。穴の半径とパス

タの重さを調べてみると，穴の半径が正しくないところがあり

ました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本時の学習で得た

考えを俯瞰・整理さ

せ，いつでも使えるよ

うにさせるために学

習課題Ⅴを設定した

（①「構想・実践」，②

「評価・改善」，③「解

釈・処理，日常化」，④

「記述・説明」）。 
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 イ ＜研究の視点２＞ 記述・説明の場の設定の工夫  

     記述・説明する活動を行うことによって，生徒は自分の考えをより明確にしたり発展させた

りすることができる。また，他者に説明することで，一人では気付かなかった新しい視点や，

筋道立てて説明したりすることのよさに気付くことができる。このように，記述・説明する活

動を適宜，授業展開場面に取り入れることによって「活用する力」を育成できると考えた。そ

こで，本研究では，「導入」，「展開」，「終末」において生徒が記述・説明する場を「活用する力」

の育成と関連付けながら取り入れ，見取ることにした（表３）。 

 

 記述・説明の目的 「活用する力」との関連 

導 

 

入 

・ 見通しをもつために記述・説明す 

る。 

・ 本時に必要な既習事項を想起する

ために記述・説明する。 

・ 身の回りの事象と数学との関連に

気付くために記述・説明する。 

・  既習事項や経験を想起し，構想実践する際に

何を活用するのか見通しをもつことができる

（①「構想・実践」，②「評価・改善」，④「記

述・説明」と関連）。 

・  数学と身の回りの事象がどのようなところで

関連しているのかに気付き，数学的に解釈する

ための見通しをもつことができる（③「解釈・

処理，日常化」，④「記述・説明」と関連）。 

展 

 

開 

・ 自分の考えを整理したり，明確な

ものにしたりするために，課題解決

で試行錯誤したことを言葉や数，

式，図，表，グラフなどを用いて記

述・説明する。 

・ 自らの考えを改善したり発展させ

たりするために，課題解決後に考え

を他者と交流し，説明する。 

・  課題解決のために構想を立てたことを言葉や

数，式，図，表，グラフ等を適切に用いながら

数学的根拠を基に実践することができる（①

「構想・実践」，④「記述・説明」と関連）。 

・ 課題解決後，互いに説明し合う活動を通し

て，自らの考えを改善したり，発展させたりす

ることができる（②「評価・改善」，④「記

述・説明」と関連）。 

終 

 

末 

・ どこまで分かって，どこからが分

からないのか振り返るために記述

する。 

・ 本時で得られた考えを次の学習や

日常生活に生かせるように，得られ

た考えを振り返りどのような場面

で生かせるか記述・説明する。 

・ 疑問点や分からなかったことを解

決するために，意見交換したり教え

合ったりする。 

・ 本時の学習を振り返り，自分の思考過程を俯

瞰することで，既有知識と新しい情報を関連付

けて思考した結果，得られた新しい考えを確か

なものにすることができ，今後の課題解決に生

かすことができる（①「構想・実践」，②「評

価・改善」，④「記述・説明」と関連）。 

・ 本時の学習で得られた考えと日常生活とを関 

連付けて記述，説明することで，身の回りの事 

象の解決に数学を主体的に活用していこうとす 

ることができる（③「解釈・処理，日常化」， 

「記述・説明」と関連）。 

 

２ 事前調査の分析と考察 

(1) 実態調査の概要 

   ア 調査の目的 

     「数学において活用する力を育成するための学習指導の研究」に関する生徒の実態等を調査

することで，学習指導上の課題を把握し，今後の研究の基礎資料とする。 

イ 調 査 日  平成27年７月８日（水） 

ウ 調査対象  瀬戸内町立古仁屋中学校第１，２学年（89人） 

   エ 調査方法  質問紙法 

   オ 調査内容 

   (ｱ) 「構想を立てて実践する力」について 

   (ｲ) 「評価・改善する力」について 

    (ｳ) 「記述・説明する力」について  

表３ 記述・説明の目的と「活用する力」との関連 

(ｴ) 「活用する力と日常や実社会との関わり」について 

④ 
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(2) 実態調査の分析と考察 

   ア 「構想を立てて実践する力」について 

      「数学の課題を解くときに，図や表，計算過程をか

いて考えるようにしていますか。」という質問に対し

ては，80％の生徒が「当てはまらない」と答えている

（図９）。このことから，課題を解決するときに図や

表，計算過程をかかせ，どのような方法が適している

か見通しをもたせることの有用性に気付かせる指導

が必要である。 

イ 「評価・改善する力」について 

     「課題を解いた後，もっと簡単に解ける方法や別 

の方法を考えたりしますか。」という質問に対して， 

61％の生徒が「当てはまらない」と答えている（図10）。

このことから，課題を解決した後に，結果を振り返っ

て発展させたり深めさせたりする課題に取 

り組ませることによって，得られた考えを用いて， 

一度解いた課題を別の方法でも解けないか考えさせ 

たり，発展的に考えさせたりする指導が必要である。 

ウ 「日常へ生かしていこうとする力」について 

 「数学で学習したことは，普段の生活の中で生か 

せると思いますか。」という質問に対して，57％の 

生徒が「当てはまらない」と答えている（図 11）。 

このことから，計算だけではなく，数学的な見方や 

考え方も日常の生活や実社会で役立つことに気付か 

せる指導が必要である。 

エ 「記述・説明する力」について 

「記述・説明することは大切だと思いますか」と 

    いう質問に対して，それぞれ16％，20％の生徒が「当 

てはまらない。」と答えた（図12，図13）。このこと 

から，記述・説明する場を意図的・計画的に設定し， 

そのよさに気付かせ，数学的根拠をもって記述・説 

明できるように指導する必要がある。 

 

    このような実態を踏まえ，本研究における目指す生徒の姿を次のように設定し，研究の視点を

踏まえた授業を通して育成していきたいと考える。 

 

      

 

 

 

 

以上のことを踏まえ，「活用する力」は図14のような流れで育成できると考えた。 

 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

29 51 13 ７ 

図13 自分の考えを説明することについて 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

42 42 11 ５ 

図12 自分の考えを記述することについて 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

10 33 41 16 

図 11 日常生活に生かすことについて 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

５ 15 52 28 

図９ 構想を立てて実践することについて 

 

 

（％） 

 

 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

８ 31 46 15 

 
（％） 

（％） 

Ａ 課題解決のための見通しや方針を立て，立てた方針に基づいて実践できる生徒 

Ｂ 解決した結果を振り返って課題を発展的に考えたり，条件を変えて考えたりすることが

できる生徒 

Ｃ 実社会と数学の関連を見いだし数学的に解釈したり，学んだことを身の回りに生かした

りすることができる生徒 

Ｄ 数学的根拠を基にして，記述したり説明したりすることができる生徒 

 

 

  （％） 

（％） 
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研究の視点１ 研究の視点２ 

○ 見通しをもつために，記述・説明

する。 

○ 既習事項を想起するために記述・

説明する。 

〇 身の回りの事象と数学との関連に

気付くために記述・説明する。 

発展性のあ 

る学習課題 

既習事項や数学的な見方・考

え方を生かして解決するこ

とができる学習課題 

日常生活等と関連性を実感

することができる学習課題 

意欲を高め 

る学習課題 

○ 自分の考えを整理したり，明

確なものにしたりするために記

述・説明する。 

○ 自らの考えを改善したり発展

させたりするために，課題解決

後に考えを他者と交流し，説明

する。 

○ どこまで分かって，どこから

が分からないのか振り返るため

に記述する。 

○ 次の学習や日常生活に生かせ

るように，得られた考えを振り

返りどのような場面で生かせる

か記述・説明する。 

図 14 「活用する力」の育成に関する全体構造図 

得られた考えを

適用して解決す

る課題 

なぜだろう。

調べてみた

い。 

 

結果を振り返り，与え

られた条件を変えた

り，更に発展的に解決

したりする学習課題 

得られた考えを

広げて解決した

り，一般化したり

する学習課題 

数学はこういうと

ころにも使われて

いるんだ。 

 

いつでも使

える形にし

てみよう。 

 

得られた考えを適用し

て解決できる課題を自

分で創造する学習課題 

評価・改善 

問題の条件が

変わっても使

えるかな。 

 

得られた考えをこ

ういうふうに使っ

てみたらいいかも。 

 

学んだ考えを

使って，問題

をつくってみ

よう。 

 

本時に得られた考えを振り返るこ

とによって，考えを整理し，今後も

生かせるようにする学習課題 

構想・実践 

記述・説明 

解釈・処理，日常化 

この考えを使っ

たら解決できそ

うだ。 

 

発展させて考

えてみよう。 

今日の授業で分

かったこと，分か

らなかったこと

は何だろう。 

 

他の場面で

も使えそう

だ。 
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３ 検証授業の実際 

  (1) 検証授業Ⅰの実際 

   ア 実 施 日 平成27年７月８日（水）～平成27年７月９日（木）    

   イ 対象生徒 瀬戸内町立古仁屋中学校第１学年（２学級 46人） 

   ウ 単 元 名 数と式 

エ 主  題 いろいろな計算（22/26） 

オ 本時の目標 

 ・ 四則の混じった計算で，どのようなところで間違いが起こりやすいか説明することがで 

きる。 

・ 四則の混じった計算で，どのようなところで間違いが起こりやすいのか意識しながら，間

違いのないように正確に計算することができる。 

カ 本時の実際 

過

程 

研究の視点と生徒の学習活動 

Ｔ：教師 Ｓ：生徒 
教師の指導の工夫 

導 

 

入 

１ 学習課題Ⅰを把握し，取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ： 「どのようなところで計算   

  間違いが起きやすいと考え

ますか。」 

Ｓ： 「２乗と２倍を間違えやす

い。」 

Ｓ： 「計算の順序も気を付けな

いといけないね。」               

 

２ 正しい答えを求めた後に，どの

ようなところで間違えやすいの

か理由を記述し，ペアで確認した

後，全体で確認する。 

 

 

 

 

○ 前時までの学習で正答率の低い計算につい

て，単に答えを出すだけではなく，どのよう

なところで間違えやすいかを考えさせる。 

○ 隣の生徒と相談や確認をしながら考えても

よいということを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<視点１>についての成果 

前時までの学習で正答率の低い計算につ

いて，単に答えを出すだけではなく，どのよ

うなところで間違えやすいのかを考えさ

せ，自己の状況を把握しながら学習に取り

組ませることができた。また，本時でどのよ

うな考えを使うのかについて見通しをもた

せることができた。 

 

 

 どのようなところが間違えやすいのか説明 

している様子 

<視点２>についての成果 

どのようなところで間違いが起こりや

すいのかについて焦点化したことを記述

したり，説明したりする姿が見られた。 

 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 

（見通しをもつための記述・説

明） 

学習課題Ⅰ 

－３２×{－５－（２－４）}  

を計算しましょう。また，どのよ

うなところで間違えやすいか説

明してみましょう。 

<視点１> 

・ 学習課題の設定の工夫 

（既習事項や数学的な見方・考

え方を生かして解決すること

ができる学習課題） 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（見通す課題） 
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展 

 

開 

 

 

 

 

 

３ 学習課題Ⅱを把握し，取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 正しい答えを導いた後に，作成

者がどのような意図で誤答をつ

くったのかを考える。考えた理由

を記述し,ペアや全体で確認をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習課題Ⅲを把握し，取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 間違えやすい箇所に注意しながら正しい解

を求めさせる。 

○ 問題作成者の意図を予測して誤答作成の理

由を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 計算問題と誤答を含めた選択肢を作成させ

る。誤答設定は，間違えやすい箇所に着目さ

せながら，その理由を基に設定させる。 

○ 計算が複雑になりすぎないように，「使う数

は１桁」「演算記号は２～３つだけ使う」など

の条件を示す。 

学習課題Ⅰでどのようなところに気を付けて計算問題を解けば間違いを防ぐ 

ことができるのかという考えを十分身に付けていない生徒がいると予想された

ので，学習課題Ⅰで得られた考えを適用することによって更に深めていけるよう

に学習課題Ⅱを設定した。 

 

<視点１>についての成果 

 学習課題Ⅰで学んだこのようなところで

間違いが起きやすいという考えを，更に深

めて学習課題Ⅱを考えることができた。 

<視点２>についての成果 

考えた内容を根拠をもって記述したり，

自らの考えを整理し，筋道立てながら相手

に説明したりする姿が見られた。 

学習課題Ⅲ 

 自分で計算問題と答えの選択

肢をつくってみよう。また，友達

のつくった問題を解き，なぜその

ような誤答の選択肢をつくった

のか予想しましょう。 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 

（自らの考えを整理したり，明

確なものにしたりするための

記述・説明） 

 

<視点１> 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（深める課題） 

学習課題Ⅱ 

Ａ先生が次のような問題をつくりました。 

 

か 

 

 

 正しい答えを求めてみよう。また，Ａ先生はどのような理由で，残りの２つ

の選択肢をつくったのかそれぞれ説明してみましょう。 

（－１２）－２×（－３） の正しい答えはどれでしょうか。次の 

３つから選びなさい。 

ア ５    イ ７    ウ ９ 

学習課題Ⅰ，Ⅱで得られた考えを構造の異なる課題に適用させることによっ

て， 

考えを更に広げられるように学習課題Ⅲを設定した。 

生徒のワークシート 
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６ ペアで，互いに問題を解き，正

解を確認する。 

 

７ 問題を作成する上で，なぜその

ような誤答例をつくったのか，理

由を相手に説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 計算問題を作成するときに，近くの人と確

認したり，相談したりしてもよいこととする。 

 

○ 計算問題を解くときには，近くの人と確認

したり，相談したりしてもよいこととする。 

 

○ 先ほど学んだ説明の仕方を生かし，相手に

分かりやすいように筋道立てて説明させる。 

 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

８ 学習課題Ⅳを把握し，取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

Ｔ： 「今日の学習で学んだこと

は今後，どのように生かせそ

うですか。」 

Ｓ： 「自分の間違いの傾向を分

かっていれば，間違いを減ら

すことができそうです。」 

 

 

 

○ 本時の授業で分かったこと，分からなかっ

たこと，もっと知りたいことやどのような考

え方を使ったのかを振り返らせる。 

○ 本時の学習で得られた考えが，日常生活の

どのような場面で生かせそうか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

<視点１> 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（創造する課題） 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫

（自らの考えを整理したり，広

げ たりするための記述・説

明） 

本時で得た考えを俯瞰・整理させ，いつでも使えるようにさせるために学習課 

題Ⅳを設定した。 
 

<視点１>についての成果 

本時でどのような考え方を学んだのかを

振り返ったり，今後どのような場面で生か

せそうかを考えたりする姿が見られた。 

<視点１>についての成果 

学習課題Ⅰ，Ⅱで学んだことを生かし，

更に発展させて学習課題Ⅲに取り組む姿が

見られた。 

 

<視点２>についての成果 

どのような意図で計算問題と誤答例を作

成したのか筋道立てて説明し合ったり，相

手との意見交換を通して，新たな視点に気

付いたりする姿が見られた。 

 

<視点１> 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（振り返る課題） 

 

学習課題Ⅳ 

今日の授業で分かったことや

分からなかったこと，もっと知り

たいと思ったことを書きましょ

う。また，今日学んだことは身の

回りのどのようなところで生か

せそうか考えましょう。 

 

生徒の授業の振り返り 
 

生徒が作成した計算問

題 
 

展 

開 
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(2) 検証授業Ⅰの成果 

    ア 〈視点１〉学習課題の設定と組立ての工夫について 

    ○ 学習課題Ⅰで得た考えを適用して，間違えやすい箇所に気を付けながら構想立てて学習 

     課題Ⅱ，Ⅲの計算問題を解く姿が見られた（①「構想・実践」）。 

○ 学習課題Ⅰで，計算した後にその結果を振り返り，どのようなところで間違いやすいのか

を考えることができていた。また，その考えをさらに発展させて，学習課題Ⅱでは問題 

作成者がどのような意図で誤答を設定したのか理由を考えることができていた（②「評価・

改善」）。 

    ○ 振り返りの場面で，本時で学んだことを今後，日常のどのような場面で生かせるかについ

て考えるなど，数学的な考えと日常を結びつけて考える姿が見られた（③「解釈・処理，日

常化」）。 

   イ 〈視点２〉記述・説明の場の設定の工夫について 

    ○ それぞれの授業展開場面で，自分の考えを筋道立てて説明したり記述したりする姿が見 

     られた（④「記述・説明」）。 

(3) 検証授業Ⅰの課題と検証授業Ⅱへ向けて 

ア 検証授業Ⅰの課題 

○ 学習課題の答えを導くことができていても，なぜそのような答えがでてきたのかを記述し

たり，他者へ説明したりするときに，数学的根拠が不十分であったり，筋道が立っていなか

ったりする生徒がいた。 

○ 学習課題を身の回りの事象との関連性を認識させることが充分にできなかった。 

 イ 検証授業Ⅱへ向けて 

○ 自分の考えを記述させたり説明させたりするときに，どのような記述や説明をすればよ 

 いのかを教師が示したり，生徒に気付かせたりすることで，数学的表現を用い，筋道立っ 

 ている記述・説明ができるように指導していく必要がある。 

○ 日常生活や身の回りとの関連のある学習課題を設定し，数学的に解釈・処理させたこと 

 によって，数学の考えを身の回りの事象に活用することのよさに気付かせる必要がある。 

(4) 検証授業Ⅱの実際 

   ア 実 施 日 平成27年10月14日（火）～平成27年10月15日（水） 

イ 対象生徒 瀬戸内町立古仁屋中学校第１学年（２学級 46人） 

ウ 単 元 名 平面図形 

エ 主  題 図形の移動（６/16） 

オ 本時の目標 

    ・ 平行移動，回転移動，対称移動について理解し，どのように移動したのかを筋道を立て 

て相手に分かりやすく説明することができる。 

 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 

（自らの理解を俯瞰・整理 

したり，本時で得られた考えを

今後どのような場面で生かせ

そうかを考えたりするための

記述・説明） 

<視点２>についての成果 

本時でどのような考え方を学んだのかを

振り返って記述したり，本時で得られた考

えを今後どのような場面で生かせそうかを

お互いに説明したりする姿が見られた。 
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カ 本時の実際 

過

程 

研究の視点と生徒の学習活動 

Ｔ：教師 Ｓ：生徒 
教師の指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導 

 

入 

１ 学習課題Ⅰを確認し，取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ： 「この道路の模様は，同じ

形が敷き詰められている

ぞ。」 

Ｓ： 「直角三角形を平行移動や

対称移動したら，正方形全部

を敷き詰めることができそ

うだ。」 

 

２ 課題解決に取り組み，ペアで確

認したあと，全体で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 身の回りの敷き詰めが利用されている模様

等に着目させ，身の回りの事象と数学を関連

付けて学習課題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

○ 操作活動を通して，どのような移動をした

のかを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

３ 学習課題Ⅱを把握し，取り組

む。 

 

 

 

 

４ 図形の移動のゲームに取り組

み，どのように移動したかを相手

に正確に分かりやすく伝わるよ

うに説明する。 

○ 図形の移動のゲームを用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<視点２>についての成果 

操作活動をしながら，どのように移動 

をすれば図形を敷き詰めることができるか

筋道立てて説明する姿が見られた（④「記

述・説明」）。 

数学と身の回りの事象がどのようなとこ

ろで関連しているのかについての記述・説

明する姿が見られた（③「解釈，処理・日常

化」，④「記述・説明」）。 

学習課題Ⅱ 

 図形の移動を相手に正確に分

かりやすく伝えるためには，どの

ような説明をすればよいでしょ

うか。 

<視点１>についての成果 

図形の移動についての見通しをもたせる

ことができていた（①「構想・実践」）。 

図形の移動によって道路の敷詰め模様が

できていることに気付かせることで，身の

回りの事象と数学を関連付けて考え，解釈・

処理する姿が見られた（③「解釈・処理，日

常化」）。 

学習課題Ⅰで得られた考えを適用させて，更に深めさせるために学習課題Ⅱを

設定した。 
 

本時の学習課題の基となった道路の模様 

学習課題Ⅰ  

下の図で，○アの三角形を，どの

ように移動すれば，正方形全部を

敷き詰めることができるでしょ

うか。 

○ｱ  

<視点１> 

・ 学習課題の設定の工夫 

（日常生活との関連性を実感 

することができる学習課題） 

・ 学習課題の工夫（見通す課題） 

 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫

（数学と身の回りの事象がどの

ようなところで関連しているの

かに気付くための記述・説明） 

ルール１ 

  二人一組で，交互にさいころを振る。さいころに

は「平行移動」，「回転移動」「対称移動」の 3 種類

書かれている。 

ルール２ 

  さいころに書かれている通りの移動をする。そ

の際に，どのように移動したのか相手に伝わるよ

うに分かりやすく説明する。 

ルール３ 

  移動して，点数の書いているところに止まった

らその点数がもらえる。最終的に，点数の高い方を

勝ちとする。 
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Ｔ： 「図形の移動ゲームをしま

す。さいころを振って，出た

目の通り移動をします。得点

の高い方の勝ちです。」 

Ｓ： 「さいころを振ったら『回

転移動』が出たので，点aを中

心として右に90°回転移動

します。」 

Ｓ： 「さいころを振ったら『対

称移動』が出たので，abを対

称軸として対称移動しま

す。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習課題Ⅲを把握し，取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 多様な考えを書かせるようにする。 

 

○ 本時の学習で学んだことを生かして筋道を

立てて，相手に伝わるように記述させる。 

 

○ 手元の三角形を使って，操作的活動を行い

ながら相手に説明させる。 

 

 

 

 

 

 

図形の移動のゲームをしている様子 

<視点２>についての成果 

相手に正確に伝わるように「回転の中心」

「対称軸」などの用語を用いながら筋道を

立てて説明する姿が見られた（④「記述・説

明」）。 

<視点１>についての成果 

学習課題Ⅰで得られた考えを基に，さい

ころに書かれてある移動を相手に正確に伝

えるにはどのようにすればよいのか構想を

立てて考えたり，高得点をとるためにはど

のような移動をすればよいのかを考えたり

する姿が見られた（①「構想・実践」，②「評

価・改善」）。 

<視点１> 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（深める課題） 

 

学習課題Ⅲ 

①のある場所から三角形を移

動して10点の場所に行くには，△

ＡＢＣをどのように移動すれば

よいか，詳しく説明しよう。ただ

し，できるだけ少ない回数で移動

するものとする。 

学習課題Ⅰ，Ⅱを通して，図形の移動をどのように説明すればよいのかが分 

かってきたので，学習課題の文脈を変えて，その場所に移動するためにはどの

ような移動が必要か考えさせるために学習課題Ⅲを設定した。 

 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 

（自らの考えを整理したり，明

確にしたりするための記述・説

明） 

操作活動を行いながら，どのように 

移動をすればよいか考えている様子 

①

① 

 

①

① 

 10点 

 

10点 

 

a

① 

 

b

① 

 

c

① 

 

b

① 

 

c

① 

 

a

① 
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Ｓ： 「まず，点aを回転の中心と

して右回りに90°回転移動

します。次に左斜め下に１マ

ス平行移動します。そうする

と，10点の場所に移動できま

す。」 

Ｓ： 「他の移動の方法も考えて

みよう。」 

 

６ 記述したあとに，ペアで説明し

合い，全体で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 学習課題Ⅳを把握し，取り組 

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 問題の説明を，ＩＣＴを利用して視覚的に

イメージしやすいように行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<視点１> 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（深める課題） 

 

学習課題Ⅰ，Ⅱ，Ⅲで得た考えを適用することによって活用することの有用性 

や必要性に気付かせ，どのように活用すればよいのかを実感させるために，学習

課題Ⅳを設定した。 

 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 

（他者との交流を通して，自ら

の考えを改善・発展させるため

の記述・説明） 

<視点１>についての成果 

どのように移動すれば目的の場所に移動

できるか構想立てて考えたり，別の方法を

考えたりする姿が見られた（①「構想・実

践」，②「評価・改善」）。 

 

<視点１>についての成果 

この時間に学んだことを生かして，どの

ような移動を組み合わせれば与えられた図

の通りの模様になるのか構想立てて考える

姿が見られた。また，課題解決後に条件を

変えて発展的に考える姿が見られた（①「構

想・実践」②「評価・改善」）。 

 

三角形をどのように移動すればよいかを全

体の前で説明している様子 

<視点２>についての成果 

どのように移動すればよいのか「回転の

軸」や「対称軸」等の用語を用いて数学的

に表現する姿が見られた。また，他者との

交流を通して，多様な見方・考え方ができ

た（④「記述・説明」）。 

<視点１> 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（広げる課題） 

 

学習課題Ⅳ 

 Ｈ26年度鹿児島学習定着度調

査の「図形の移動」の問題にチャ

レンジしよう。 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 

（得られた考えを更に発展さ

せるための記述） 

展 
 

開 
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終 

 

末 

８ 学習課題Ⅴを把握し，取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の授業で分かったこと，分からなかった

こと，もっと知りたいことやどのような考え

を使ったのかを振り返らせ，これからの学習

や日常生活に生かせるように自己評価をさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 検証授業Ⅱの成果と課題 

ア 〈視点１〉学習課題の設定と組立ての工夫について 

○ 学習課題Ⅰ～Ⅲを通して，得られた考えを活用してそれぞれの課題を構想を立てて実践し

ていく生徒の姿が見られた（①「構想・実践」）。 

○ 学習課題Ⅲで，図15～図17のように課題を解決するための様々な方法を考えたり，学習課

題Ⅳで，図18のように課題解決後に条件を変えて更に発展的に考えたりする生徒の姿が見ら

れた（②「評価・改善」）。 

○ 導入の場面で，身の回りの事象と数学とを関連付けて解釈して考える姿が見られた。終末

の場面では，身の回りのどのようなところで生かせるかを考える姿が見られた（③「解釈・

処理，日常化」）。 

イ 〈視点２〉自分の考えを記述したり，説明したりする場の設定 

○ 表４のように，記述・説明させることによって一人では気付かない新しい視点に気付いた

り筋道立てて説明することのよさに気付いたりすることができた（④「記述・説明」）。 

○ 図15～図18のように，自分の考えを数学的根拠を基に筋道立てて記述したり，記述したこ

とを基に，互いに説明し合ったりする姿が見られた（④「記述・説明」）。 

 

 

 

 

 

<視点２>についての成果 

どのような手順で行えば図に示された模

様と同じ模様になるのか数学的な表現を用

いて端的に記述する姿が見られた（④「記

述・説明」）。 

 
本時で得た考えを俯瞰・整理させ，いつでも使えるようにさせるために学習

課 

題Ⅴを設定した。 

 

<視点１> 

・ 学習課題の組立ての工夫 

（振り返る課題） 

 

学習課題Ⅴ 

 今日の学習で分かったことや

もっと知りたいと思ったことを

書こう。また，今日の学習が身の

回りのどのようなところに生か

せそうか考えよう。 

<視点２>についての成果 

本時の学習でどのような考えを学んだの

かを振り返り整理し，今後，どのような場面

で生かせそうかを記述したり互いに説明し

たりする姿が見られた（④「記述・説明」）。 

 

<視点１>についての成果 

学んだことが身の回りのどのような場面

で生かせそうか考える姿が見られた（③「解

釈・処理，日常化」）。 

<視点２> 

・ 記述・説明の場の設定の工夫 

（本時で得られた考えを俯瞰

したり，今後どのようなところ

で生かせそうかを考えさせた

りするための記述・説明） 

展 
 

開 

・ 一人で考えても分からなかったけど，友達と話をしながら考えているうちに分かって

きた。 

・ 最初はどんな説明をしていいのか分からなかったけど，友達の説明を聞いているうち

に，どんな説明が分かりやすいのか気付くことができた。 

・ 「移動の中心」や「移動の軸」という言葉を使って説明すれば相手に伝わりやすいとい

うことが分かった。 

表４ 生徒の感想（自由記述） 
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４ 事後調査及び生徒のワークシートからみる分析と考察 

質問紙調査（調査日：平成27年10月15日 対象：瀬戸内町立古仁屋中学校生徒第１，２学年 89

人） 

(1) 事後調査の分析と考察 

ア 「構想を立てて実践する力」について 

  「課題を解くときに，言葉や数，式，図，表，グ 

ラフなどをかいて考えるようにしますか。」という質 

問に対しては，図19に示すように，課題を解くとき 

に，言葉や数，式，図，表，グラフなどをかいて考 

えるようにする生徒の割合が44ポイント上昇した。 

これは，学習課題や学習課題の組立ての工夫を行う 

ことによって，既習の考えや得られた考えを基に新 

たな課題を決する際に，構想立てて考えたことを言 

葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて実践する 

ことのよさを実感できたからであると考えられる。 

イ 「評価・改善する力」について 

「問題を解いた後，もっと簡単に解ける方法や別 

の方法を考えるようにしていますか。」という質問に 

対しては，図20に示すように問題を解いた後，もっ 

と簡単に解ける方法や別の方法を考える生徒の割合 

が35ポイント上昇した。これは，学習課題の組立て 

の工夫により，課題解決後に別の解き方で考えたり， 

問題の条件を変えて発展的に課題を考えたりしたこ 

とによって，得られた考えを生かすことのよさを実 

感できたからであると考えられる。 

ウ 「日常へ生かしていこうとする力」について 

     「数学の授業で学習したことを日常の生活に生か 

    そうと思いますか。」という質問に対しては，図21 

に示すように，数学の授業で学習したことを普段の 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない あまり当てはまらない 

図 21 日常生活に生かすことについて 

10 33 41 

16 67 13 ４ 

16 7月 

10月 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

7月 

10月 

５ 15 52 

23 41 35 １ 

28 

図 19 構想を立て実践することについて 

7月 

10月 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

図 20 結果を振り返り改善することについて 

８ 31 46 

32 42 19 ７ 

15 

 （％） 

図15 学習課題Ⅲの生徒のワークシート 

100 

図16 学習課題Ⅲの生徒のワークシート 

図18 学習課題Ⅳの生徒のワークシート 図17 学習課題Ⅲの生徒のワークシート 

 

（％） 
100 

 
（％） 

100 
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生活に生かそうとする生徒の割合が40ポイント上昇

した。これは，授業の導入場面で数学と日常生活と

の関連に気付いたり，終末場面で数学の考えを日常

のどのような場面で生かしていけるのかを考えたり

することができたからだと考えられる。 

エ 「記述・説明する力」について 

 「自分の考えをノートに記述したり説明したりす 

ることは大切ですか。」という質問に対しては，図22 

や図23に示すように自分の考えをノートに記述する 

ことが大切だと思う生徒の割合が23ポイント，自分 

の考えを説明することが大切だと思う生徒の割合が 

15ポイント上昇した。これは，導入・展開・終末， 

それぞれの場面で記述・説明する場の設定を工夫す 

ることによって，目的意識をもって記述・説明に取 

り組むことができ，自分の考えを明確にしたり発展 

させたりすることや他者に説明することで一人は気 

付かなかった新たな視点に気付くことなどの記述・  

説明することの有用性や必要性を実感することがで 

きたからであると考えられる。 

(2)  生徒のワークシートからみる分析と考察 

     主に導入場面で，日常生活や身の回りの事象と数学   

の関連性を実感できる学習課題や興味を持ち，主体的 

に解決しようとする意欲を高める学習課題を設定し課 

題解決させることで，図24に示すように普段の生活と 

数学との関連性に気付き，主体的に解釈・処理し課題 

解決に向かう生徒が見られた。また，「振り返る課題」 

で得られた考えをどのような場面で使えそうか考えさ 

せることによって，図25に示すように，どのような場 

面で数学が日常に使われているのか積極的に考えよう 

とする生徒の姿が見られた。 

 

５ 研究の視点についての考察 

  研究の視点１，２については，次のような成果，課題がみられた。 

研究の視点 成果と課題（○は成果，●は課題）  

研究の視点１  

学習課題の設定と

組立ての工夫 

〈学習課題の設定の工夫〉 

○ 考えた過程や理由を説明する学習課題を設定することで，構想を

立てて考えていこうとする生徒が見られた（①「構想・実践」）。 

○ 得られた考え方を発展させたり，条件を変えたりする学習課題を

設定することで，得られた考え方を生かしながら，使い方を試行錯

誤して課題を解決する姿が見られた（②「評価・改善）」）。 

○ 身の回りのものや日常のものと数学が結びついた学習課題を設

定することで，日常と関連付けながら興味をもって課題に取り組む

7月 

10月 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

図 23 自分の考えを説明することについて 

29 51 13 

58 37 ４ １ 

７ 

7月 

10月 

あまり当てはまらない 

よく当てはまる やや当てはまる 

まったく当てはまらない 

図 22 自分の考えを記述することについて 

42 42 11 

61 33 ６ ０ 

５ 

図 24 身の回りの事象と数学の関連ついて 

述べている生徒の感想（例） 

図 25 主体的に日常に生かしていこうとする 

ことについて述べている生徒の感想（例） 

 

 
（％） 

100 

（％） 
100 
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生徒の姿が見られた（③「解釈・処理，日常化」）。 

○ 数学的根拠を基にして記述・説明をする学習課題や，やや難しい

学習課題を設定することで，主体的に記述・説明する生徒の姿が見

られた（④「記述・説明」）。 

● 身の回りの事象を数学と関連付けた学習課題を設定することで，

更に主体的に解釈・処理する態度を育成していく必要がある（③「解

釈・処理，日常化」）。 

〈学習課題の組立ての工夫〉 

○ 得られた考え方を次の課題にどのように生かすかについて考え

るような学習課題の組立ての工夫を行うことで，生徒は得られた考

え方をどのように生かせばよいのかについて構想を立てて考えて

いた（①「構想・実践」）。 

○ 発展させて解決するような学習課題の組立ての工夫を行うこと

で，生徒は，考え方をどのように発展させたり，改善させたりすれ

ばよいのか考えながら課題解決する姿が見られた（②「評価・改

善）」）。 

○ 説明する問題を繰り返し考えていく中で，どのようにすれば端的

に記述できるか，相手に伝わりやすいかを考えながら表出する生徒

の姿が見られた（④「記述・説明」）。 

● 思考の手続きが増えていくと，構想立てることが困難になってく

る生徒が見られたので，課題を細分化し順を追って構想立てて実践

していけば解決の糸口が見つかるということに気付かせる必要が

ある（①「構想・実践」）。 

● 条件が変わると，得られた知識をどのように生かしていけばよい

のか戸惑っている生徒が見られたので，個別指導やペア学習等でど

のように生かせばよいのかを気付かせる必要がある（②「評価・改

善」）。 

研究の視点２  

記述・説明の場の設

定の工夫 

○ 筋道立てて考えたり，発展させて考えたりしたことを説明したり

記述したりする場を設定することで，自分の考えを整理したり，深

めたり広げたりすることができた（①「構想・実践」，②「評価・改

善）」）。 

○ 得られた考え方がどのような場面で役立つのかを記述・説明する

場を設定することで，数学と日常生活との関連を理解することがで

きた（③「解釈・処理，日常化」）。 

○ 授業の導入，展開，終末，それぞれの場面で記述したり説明した

りする場を設定することで，自分の考えを数学的根拠を基にして記

述したり説明したりする姿が見られた（④「記述・説明」）。 

● 課題解決のための適切な図を用いることができない生徒がいた

ので，教師が評価等を行い，どのような図をかけばよいのか気付か

せる必要がある（①「構想・実践」，④「記述・説明」）。 

● 学習課題の条件を変えることによってどのように記述すればよ

いのか戸惑っている生徒がいたので，記述のモデル等を示し，どの

研究の視点１  

学習課題の設定と

組立ての工夫 
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

   ・ 数学科の授業において，学習課題の組立てや記述・説明の場の設定を工夫することで，生徒は

得られた考えを新たな課題に適用し，構想を立て，評価改善しながら記述・説明したり課題解決

したりすることができるようになった。また，日常生活と数学を関連付けて考えたり，学んだこ

とを日常生活に生かしたりすることができるようになった。 

  ・ 活用する力の育成を意図した授業を組み立てることで，生徒は活用することの有用性や必要性

を実感することができるようになった。  

 

２ 研究の課題 

・ 生徒の思考の流れやそのときの生徒の疑問によって柔軟に学習課題を提示し，授業を組み立て

ていけるような授業展開の研究を継続していきたい。 

・ 時間が経過しても学んだ考えを活用できるのかについての検証が十分にできなかったので，継

続して授業展開を工夫した授業を実践していき，その結果について評価・考察し，生徒の「活用

する力」をさらに伸ばしていけるようにしたい。 

・ 本研究で明らかになった「活用する力を育成するための学習指導の在り方」を広く還元できる

ように努め続けていきたい。 

 

３ 今後について 

  ・ 本研究を通して，活用することの大切さを今まで以上に理解することができ，また，数学にお

いて「活用する力」を育成するための手立てを明らかにすることができた。今後は更に研究を深

め，知識や技能の習得を学びのゴールとするのではなく，「活用する力」を発揮しながら主体的・

協働的に課題解決を進めることができる生徒を育成し続けたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ように記述すればよいのか気付かせる必要がある（②「評価・改

善）」，④「記述・説明」）。 

● 身の回りの事象と数学との関連は理解できていても，端的に表現

することが十分ではない生徒がいるので，最初はキーワードを示し

てまとめさせるなどの工夫を行う必要がある（③「解釈・処理，日

常化」，④「記述・説明」）。 

● 数学的表現が十分ではない生徒への手立てを考えていく必要が

ある（④「記述・説明」）。 

研究の視点２  

記述・説明の場の設

定の工夫 
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長期研修者〔前平 勝〕 

担 当 所 員〔塚元宏雄〕 

 

【研究の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当所員の所見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究は，中学校数学科において「活用する力」を「構想・実践」，

「評価・改善」，「解釈・処理，日常化」，「記述・説明」の４点

とし，「活用する力」を育成するために，学習課題の組み立ての工

夫と記述・説明する場の設定の工夫について研究したものである。 

 具体的には，１単位時間の授業の中で得られた考えを更に深め

させたり，広げさせたりするために，学習課題を６種類に分類し生

徒の実態に応じて設定していく工夫と，導入，展開，終末において

生徒が記述・説明する場を「活用する力」の育成と関連付けながら

取り入れる工夫を行った。  

 その結果，生徒は得られた考えを新たな課題に適用し，構想を立

て，評価・改善しながら思考・記述・説明したり，日常生活と関連

付けて考え，学んだことを日常生活に生かしたりすることができ

るようになった。 

数学における「活用する力」については，『全国学力・学習状況

調査解説資料』に，問題作成の枠組みが示されている。本研究は，

ここに着目し，生徒の実態を踏まえ，「活用する力」を４点に整理

した上で，授業展開の工夫を通した学習指導の在り方についての

研究である。 

 具体的には，身の回りや有用性を実感できる課題の解決を通し

て得た考えを生かし，漸次的に課題を解決することで，考えをどの

ように生かしていけばよいのかを自ら実感しつつ「活用する力」を

育成することができるという研究である。その際，振り返ることの

重要性にも着目するとともに，学習過程で，意図をもって記述・表

現させ評価することで，効果的に「活用する力」を育成することが

できるとした。 

 「活用する力」は，教科をまたがり時代に必要とされる力であ

る。研究の成果が多くの場面で還元されることを期待する。 


